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第 1 章 はじめに 
1.1 研究の背景 
現在，電子書籍の利用率が増加しつつある[1]。出版科学研究所から発表されている 2014
年の紙の出版市場の推定販売金額は前年比 4.5%減の 1 兆 6065 億円である。一方 2014 年
度の電子出版市場の規模は 1411 億円となる。なお、集計期間に 3 ヶ月のズレがあり、市場
規模の定義がそれぞれあるため参考程度の数字になるが、紙の前年比は 758 億円減少し、






Amazon で販売されている Kindle 版「グイン・サーガ(1)」[4]が挙げられる。この作品は紙























































































































書」、「情報の獲得と使用のための読書」の 2 つである。2 つの目的と本のジャンルを組み合
わせ、課題を作成した。ただし、マンガで「情報の獲得と使用のための読書」という目的を
設定したり、 趣味・実用・ガイドで「文学的体験のための読書」を目的としたりすると、
ストーリーを成立させることが難しかったため、その 2 つの組み合わせは省いた。 
作成した課題の組み合わせは表 2 の通りである。 
 
表 2 課題の目的と使用する書籍のジャンル 
 
 










図 1 実験の流れ 
 
3.1.4 実験材料 
 実験で使用する書籍は 4 冊すべてが紙の書籍と電子書籍が存在する作品である。 
使用する書籍の書誌事項は表 3 の通りである。電子書籍端末は Fire HD 8 というタブレッ
トを使用する。画面サイズは 8 インチ HD である。電子書籍としては Amazon Kindle 版を
使う。 




 実験参加者には事前アンケートと事後アンケートの 2 つを回答してもらう。アンケート














































 「電子書籍を利用する際に使うデバイス」という質問に対する回答を図 2 に示した。スマ
ートフォンを選択した参加者が 9 人と、他の選択肢と比べて多かった。 
 
図 2 電子書籍を読む際に使うデバイス(複数回答可)単位：人 
 
「電子書籍を読む頻度」という質問に対する回答を図 3 に記載した。電子書籍を 1 週間





図 3 電子書籍を読む頻度 単位：人  
 
「電子書籍でよく読む本のジャンルについて」という質問の回答を図 4 に示した。マン
ガや小説をよく読むと回答した実験参加者が 5 人以上いた。 
また、「電子書籍で購入したことのあるジャンル」という質問の回答は図 5 に示した。こ
の質問に関しても、マンガや小説と回答した人数が 5 人を超えた。 
 
 





図 5 電子書籍で購入したことのあるジャンル(複数回答可)  単位：人 
 
3.2.2 課題ごとのチェックリストの項目について 
 表 4 は課題ごとのチェックリストの項目を選択した人数を表したものである。表 4 を参
照し、結果について 3.2.3 から 3.2.6 まで詳しく述べる。 
 
表 4 課題ごとのチェックリストの項目を選択した人数 
 
  























3.2.4 課題 B における比較項目 
 課題 B は実用書であることと、情報の獲得と使用のための読書という目的にしたため、
勉強のしやすさを考えて、 項目が選択されたと考えられる。値段、写真・図版の有無、挿









3.2.5 課題 C における比較項目 






3.2.6 課題 D における比較項目 














 表 5 に、自由回答からあげられた比較項目を示す。 




 課題 B は、 ハイライトやメモ機能といった書籍の書き込みに関する回答がされていた。
理由としては、課題のなかで仕事のために一から勉強するという記述があったため、メモを
したり、印をつけてしたりして知識を得たいという回答がみられた。 
 課題 C は、課題の中で長編シリーズであるという記述があったため、家に置けるかどう
かや大きさを気にした記述がされていた。 















































 課題 A と C は読書の目的は同じである。2 つの結果の違いは、「カバーを外した際の表
紙・裏表紙の有無」や「帯の有無」という項目を選択した人数が A は 5 人以上であるのに









 課題 B と D は読書の目的が同じである。 しかし 2 つの課題の結果には違いがある。D
では帯の有無、あとがきの有無、裏表紙の有無といった項目を選択する人数が 5 人を超え
ているが、B では 5 人以下である。逆に、付属 CD のデータの有無は B において選択した










 課題 C と D は書籍のジャンルが同じである。B と D の組み合わせと同じく、裏表紙の有
無といった読書感想文を書く際に役立ちそうな項目を選択する人数が 5 人を超えているが、























































































































































設問は全部で 13 問である。設問文と回答の例は図 7 から図 13 のようになっている。電













題名 筆者 出版社 出版年 ページ数 ジャンル



















図 9 電子書籍のジャンルに関する問題の提示画面 
 
 次に課題 1 の設問文と選択肢である。課題 1 では感想文を書く際に使う書籍として、紙








図 11 課題 1 の提示画面例 
 
次に課題 2 の設問文と選択肢である。課題 2 では長編シリーズ読むために購入する書籍
として、紙の書籍と電子書籍のどちらを購入するかという設問文を作成した(図 12 を参照)。
図 13 のような画面を提示し、質問文と書籍の販売サイトをみてもらい、回答してもらった。 
 
 





図 13 課題 2 の提示画面例 
 
次に課題 3 の設問文と選択肢である。課題 2 では長編シリーズ読むために購入する書籍
として、紙の書籍と電子書籍のどちらを購入するかという質問文を作成した(図 14 を参照)。
図 15 のような画面を提示し、質問文と書籍の販売サイトをみてもらい、回答してもらった。 
 
 





図 15 課題 3 の提示画面例 
 
 スクリーニングの設問文は付録 B-1、Q1(購入したことのある電子書籍のジャンルについ
ての設問)の設問文と選択肢は B-2 に記載した。 
 
4.2 実験結果 
























図18 購入した経験のある電子書籍のジャンル 単位：人 
 




































小説 221 45.9 54.1




実用書 142 46.3 53.7
マンガ 246 38.3 61.7
その他 57 38.2 61.8
32 
 



















1週間に1度 65 36.5 63.5
2週間に1度 29 39.7 60.3



































































小説 221 52.9 47.1




実用書 142 50.7 49.3
マンガ 246 40.7 59.3










































































小説 221 60.9 39.1




実用書 142 60.9 39.1
マンガ 246 55.9 44.1


























































































































































のもつ独自性や属性の影響、課題のストーリーの設定の影響が結果にでた。実験 2 の課題 3
の問題文で取り扱った書籍と読書の目的の組み合わせが現実の読書であまりみられない組
み合わせになっていた。そのため、課題 3 の結果についてはその点を考慮する必要がある。 
 
5.2 今後の課題 
 1 点目に今回実験で使用した書籍のジャンルは 3 種類だけだった。そのため、それ以外の
ジャンルを使用した場合、どのような結果が得られるかを明らかにすることが今後の課題
とする。 
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  4 冊以上 




をダウンロードし、1 冊を読み終えることを指します。 * 
  はい 
 いいえ 
 
5. 一番よく利用するストアはどこですか？(複数回答可) * 
 iBooks Store 
 Kobo 
 eBookJapan 




 Reader Store 
 Kindle ストア 








 デスクトップ PC 






 2,3 日に 1 度 
 1 週間に 1 度 
 2 週間に 1 度 
 1 ヶ月に 1 度 
 2,3 か月に 1 度 



































































































2 2～3 日に 1 度 
3 4～5 日に 1 度 
4 1 週間に 1 度 
5 2 週間に 1 度 
6 1 ヶ月に 1 度 
7 2～3 ヶ月に 1 度 




1 200 円未満 
2 200～300 円未満 
3 300～400 円未満 
4 400～500 円未満 
5 500～700 円未満 
6 700～1000 円未満 
7 1000 円～1500 円未満 
8 1500 円～2000 円未満 
9 2000 円～3000 円未満 
10 3000 円～5000 円未満 
11 5000 円以上 
12 買ったことがない 
 
B-2. Q1 の設問文 









B-3.Q2 から Q12 までの設問文と一緒に表示した画像 
課題 1 
課題 1-画像 1 電子書籍(機能あり) 
 




課題 1-画像 3 電子書籍(あとがきなし) 
 




課題 1-画像 5 電子書籍(挿絵なし) 
 




課題 1-画像 7  紙の書籍(あとがきなし)  
 
 













課題 2-画像 2 電子書籍(あとがきあり) 
 





課題 2-画像 4 電子書籍(挿絵あり) 
 
 






課題 2-画像 6 紙の書籍(あとがきあり) 
 
 







課題 2-画像 8 紙の書籍(挿絵あり) 
 







課題３-画像 1 電子書籍(機能あり) 
 




課題３-画像 3 電子書籍(あとがきなし) 
 




課題３-画像 5 電子書籍(挿絵なし) 
 




課題３-画像 7  紙の書籍(あとがきなし)  
 




課題 3-画像 9 紙の書籍(挿絵なし) 
 
 
